（社）日本気象学会　気象集誌編集委員会

2006年10月10日
気象集誌特集号「北極振動特集」のお知らせ。

北極振動は大気の長周期変動、異常気象、地球温暖化などと深い関わりを持ち、その実体解明と力学的な理解が急務とされる気象学上重要な研究課題のひとつです。そこで、気象集誌特集号「北極振動特集」の企画提案を行いましたところ、2006年9月11日に開催された気象集誌編集委員会でそれが承認されました。

特集号臨時編集委員会を以下のように組織し、下記のスケジュールに沿って論文の投稿受付、査読審査、編集を開始したいと思います。期限の関係上ノートを基本とし、気象集誌の４ヶ月ルールの枠内で編集を完了させる予定です。ただし、フルペーパーとして投稿を希望される場合、2006年12月末を期限として受け付けますので、よろしくご投稿の準備をお願いします。

特集号臨時編集委員会

編集委員長　田中博
編集副委員長　山崎孝治

編集委員　伊藤久徳、森厚、向川均、立花義裕、小寺邦彦、黒田友二、本田明治、高谷康太郎、山根省三、（下線は通常号の編集委員）

特集号スケジュール

2006年10月　投稿論文募集開始

2006年12月　フルペーパー投稿締め切り

2007年4月　 ノート投稿締め切り

2007年8月　 論文審査終了

2007年9月　 受理論文編集

2007年12月　気象集誌85巻6号（12月号）掲載

気象集誌特別号は、別冊となり、会計も冊子送付も学会とは別枠で編集されますが、気象集誌特集号は、通常号の枠の中で編集されますので、会計や冊子送付も学会を通して通常号と同様に処理されます。決められた号に掲載されないと、通常号の運営を圧迫することになりますので、投稿される方はご注意願います。

なお、本企画は、文科省平成18年度科学研究費基盤A「北極振動の成因解明と長周期変動の力学プロセスの研究」（代表：田中博）に基づいておりますが、経費の点を含め、詳細につきましては臨時編集委員長までお問合せください。

気象集誌特集号「北極振動特集」投稿先

Dr. Hiroshi L. Tanaka

Center for Computational Sciences

University of Tsukuba

Tsukuba 305-8577 JAPAN

つくば市天王台1-1-1 筑波大学計算科学研究センター

気象集誌特集号「北極振動特集」　編集委員長　田中博

http://sakura.cc.tsukuba.ac.jp/~tanaka/JMSJ-AO.html
T+81-29-853-4502; F+81-29-853-6879

Tanaka(at)sakura.cc.tsukuba.ac.jp
